
都心のみどりを創出する観点では、実際に植
栽等を増やし面積当たりのみどりの割合を大き
くすることに加えて、映像やアートなどの視覚
的要素がもたらすことで、より市民の感じるみ
どりの量は豊かになるのではないかと思う。

出典
1）得北、
https://tokukita.jp/park/sapporo-odori-kouen-n
ishi9.html（2022 年 12 月 1日閲覧）
２）札幌の美しい景観を考える会、札幌の景観色、
https://sapporocolor.jp/（2022 年 11 月 16 日閲
覧）

１制作背景・目的
　札幌市には、郊外だけでなく都心でより多く
の市民がみどりを足りていると感じるかどうか
いう課題がある。そこで筆者は、「自然」や「植物」
をモチーフにしたグラフィック表現が空間にあ
ることによって、みどりというもの自体への意
識や関心が惹かれ、その場にある樹木などの存
在感が心の中では大きくなるのではないかと考
えた。
本制作の目的は、公園の既存の設備を活用す

ることで今までにない新しい価値を生み出し、
活用の仕方次第で、空間に新たな楽しさを加え
ることができるという可能性を示すことである。
また、みどりを意識させることをコンセプト

とした映像をプロジェクションマッピングで既
存の公園遊具に投影することを想定し、そのイ
メージを表現することも目的としている。

２制作
　本制作は大通公園 9 丁目にあるプレイスロー
プ（図 11））という大きな白い滑り台に、「自然」
や「植物」をモチーフにした映像をプロジェク
ションマッピングで投影することを想定する。
実際に投影用の映像をつくり、それを簡易的な

模型に投影し全体イメージを表現するという模
型である。実際のプレイスロープで実演するこ
とが難しいため、実現した時のイメージを表現
することとした（図 2）。
映像の内容は、このプレイスロープのある空

間の名前である「鯨の森」をテーマに、自分な
りの世界観で、自然やみどり、そして鯨をはじ
めとする生物を盛り込んだものである。
該当のプレイスロープは、全体的に横長の構

造で、端から登った際にどこからでも滑ってあ
そぶことができるのというのが大きな特徴であ
る。今回制作した映像は 1つの場面においても、
数種類の生物やラインアニメーションなど、い
くつかの要素で構成されており、子供たちがプ
レイスロープ上のどこで遊んでいても楽しめる
よう、映像中の動きを分散させることを意識し
た。
　映像は大まかに 3 つのシーンで分かれている
（図 3）。また、映像の色に関しては、植物など
を描写する際にこの映像が札幌の風景の一部で
あることをイメージして「札幌の景観色 70 色」
2）を使用している。そして、制作した映像を実
際に模型に投影した。

3 まとめ
　結果としては、札幌の景観色を使用するなど、
札幌らしいみどり溢れる映像を制作することが
できた。
本制作の提案が、実際に大通公園のプレイス

ロープで実現した時には、今までにない既存の
遊具の新しい活用の仕方として、その後の公園
整備や機能分担において新たな可能性をもたら
す事例になると考える。一部地域に密集した街
区公園は、休憩スペースを主とした公園などに
再整備する事案もあるため、今回のような映像
を使用した視覚的にも、実際に遊んでも楽しい
工夫は都市公園だけでなく身近な公園にも活か
していけるように思う。
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鯨の森
プロジェクションマッピングを用いた公園設備の提案

シーン 1
白いプレイスロープに
徐々に雫が落ちていく。

シーン 2
鯨など海の生物が水中で
泳ぐ様子。

シーン 3
みどりが豊かになってい
く描写。鯨が通ると、草
木が咲く。

図 3　映像の構成イメージ

図 1　プレイスロープ1） 図 2　投影の様子


